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牛体外成熟卵を用いたウシ細胞質内精子注入法の生産性に及ぼす

活性化条件の影響
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　胚の体外生産システムを牛の育種改良に応用するには、希少性の高い精子を用いることが求めら
れるが、この対応には細胞質内精子注入法（ ）が有効な手段と考えられる。そこで、ウシ
胚生産のための卵の活性化条件を検討するとともに、現行の体外受精胚の生産性と比較した。ウシ
凍結融解後の精子をホノルルメソッドを用いて体外成熟卵細胞質に深部注入した。胚盤胞への発生
率は、イオノマイシンとディメチルアミノプリンを用いて複合的に活性化した場合で最も高かっ
た（34％）が、生産された胚盤胞には単為発生胚が含まれる可能性を認めた。 の際に 200
のイノシトール３リン酸を 2 3 注入して卵を活性化することにより、30％が胚盤胞へと発生した。
この発生率は、対照となる希少性の高い精子を用いた時の体外受精胚の発生率（15％ 0 01）に
比べて有意に高くなった。このことから、 は、希少性の高い精子を用いる場合、牛胚の体外生
産に有用であることを明らかとした。（ 9 367 379 2006）
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